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第３回日野市公契約条例検討委員会議事概要 

 

開催日時場所 
平成 29年 10月 12日（木） 午後６時 30分～午後８時 00分 

日野市役所４階 庁議室 

出席委員 

委員長  西浦 定継 （学識経験者 /明星大学理工学部教授） 

副委員長 永淵 慎  （学識経験者 /弁護士法人ＥＮＩＳＨＩ代表） 

委 員  小野 進一  

（事業者団体関係者 /日野市商工会建設業部会部会長） 

委 員  佐藤 博司  

（事業者団体関係者 /日野市商工会建設業部会副部会長） 

委 員  三角 幸太郎 

（労働者団体関係者 /全建総連東京都連日野地区協議会） 

委 員  伊羅胡 和哉 

（労働者団体関係者 /連合三多摩ブロック地域協議会南多摩地区協議会）  

次第 

１． 開会 

２．前回会議録の確認 

３．議事 

（１）公契約条例制定自治体状況調べ 

     （熟練者と未熟練者、工事の対象業種） 

（２）低入札委託案件について 

（３）日野市公契約条例等の骨子（案）について 

（４）その他 

４．閉会 

質問・意見 回答・結果 

３ 議事 

（１）公契約条例制定自治体状況調べ 

・目黒区の公契約条例が近々できる。目黒区

の条例には、熟練、未熟練について盛り込

まれていない。このことに至った経緯につ

いて、分かれば教えて欲しい。 

 

（２）低入札委託案件について 

・設計金額の設定が原因以外の案件につい

て、低入札調査は実施していないのか。 

 

 

 

 

 

 

・次回までに確認します。 

 

 

 

 

 

・日野市では低入札価格調査制度を設けていな

い。落札率が低い時は、その都度、積算が適正

なものであるか、契約決定時の聞き取りや主管

課を通しての確認をしています。 

 結果、入札額では履行できないといった場合、

相応のペナルティーを科すことになります。 
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（３）日野市公契約条例等の骨子（案）につ

いて 

・「６ 公契約の範囲」において、工事を先

にとの話がでていたが、「２ 用語の定義」

の規定の中でも範囲の話は関係してくる。

条例に明記する場合、「範囲」が工事だけ

であれば、「定義」も工事だけになるのか。 

 

・「定義」と「範囲」で関係性がないのであ

れば、多摩市や足立区のように条例に入れ

込むことは構わないということか。 

 

・条例で工事だけを定めた場合、委託を始め

るときに条例改正の手続きが必要となる

のではないか。 

 

 

 

 

・公契約条例が適用となる工事案件は、労務

報酬下限額が定められているが、適用外の

工事は下限額を下回る現場も出てくる。そ

ういう状況になれば、最低賃金が約束され

ている公契約条例適用工事に職人が集ま

り、安い工事には人が来ないという事態が

想定される。条例の制定だけではなく、こ

ういったことの対応も考えなければなら

ない。 

 下限額を公契約条例対象案件だけに適用

していると取られないような公開をしな

いといけない。 

 

・発注者として、適正な賃金を確保するため

の積算についてどう考えているかを示し

てもらわないと、事業者の不安は拭えな

い。他の自治体がどのように表現している

のか確認して欲しい。 

 

 

 

 

・通常「公契約とは何か」と聞かれたときに、「市

が契約を取り交わすあらゆる契約を指す」こと

になります。一般的な定義で良いと考えていま

す。 

 

 

・他の自治体の条例でも一般的なことを広く定義

しておいて、条例が適用となる範囲を別で定め

ています。 

 

・条例上で定めた場合、範囲を委託に拡大すると

きや、設定金額を変更するときに、逐次、条例

改正の手続きが必要になります。議案として市

議会に諮って承認をいただくことになります。 

 規則であれば、審議会での承認を得たうえで、

市長決裁により改正されます。 

 

・公開する際の表現については検討する必要があ

ると思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・次回までに調べておきます。 
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・仮に、基準を１億円とした場合、１億円以

上の案件は全て対象とするのか。 

 

・他の自治体で範囲を広げていった例が分か

れば教えて欲しい。 

 

・「６ 公契約の範囲」について、現状では

条例に組み込むのは難しいと思う。そうな

ると、委託等が見えにくくなってしまうの

で、「２ 用語の定義」で多摩市のように

定義してもらえると、後々規則に生かしや

すくなると思う。逆に入れておかないと、

条例改正の手順が必要になる。 

 工事の後に委託も実施するという担保が

どこかに欲しい。 

 

・労働報酬下限額について、総合評価方式の

労務単価との違いは出すのか。出すとした

らその違いをどう説明するのか。 

 

・調査は工事担当課と契約担当課のどちらが

実施するのか。また、その内容を密にして

おかないとトラブルのもとになる。 

 

・条例制定後、審議会が非常に重要になる。

審議会の役割、内容、ペースについて、ど

んなイメージでいるのか 

 

・６人以内での構成となっているが、委嘱を

受けた委員以外に、実際に公契約条例案件

を請け負った業者にオブザーバーとして

入ってもらえれば、具体的な話ができる。 

 

・多摩市では、事業者側の委員がいる。商工

会の建設部会の人が委員になっていて、実

際に公契約条例対象案件を請け負った実

績もある。 

 市から事業者へアンケートを年１回必ず

実施して、事業者の意見を聞いている。 

・金額を提示するとなると、基本的には全ての案

件が対象となります。 

 

・次回までに確認します。 

 

 

・多摩市の形を採用する形が良いと思います。 

 ただし、説明に当たっては、定義はあくまでも

一般的な話であることを強調する必要がある

と思います。 

 加えて、委託については、速やかに検討を進め

ていくことが本検討委員会の合意事項である

ことを申し送り事項として残しておく必要が

あります。 

 

 

・課題として預からせていただきます。 

 

 

 

・他自治体の状況を確認します。 

 

 

 

・制定後、落ち着くまでは開催頻度は高くなると

思います。当初は年３～４回の想定です。 
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・次回までに、条文化した素案を示してもら

いたい 

 

（４）その他 

・シンポジウムでは、当日来た方へのアンケ

ートを実施したほうが良い。 

 

・目黒区の公契約条例がもうすぐできるの

で、参考に見てみたい 

 

 

 

次回の開催日 

 

次々回の開催日 

 

・作成して、事前にお配りします。 

 

 

 

 

 

 

・次回までに調べておきます。 

 

 

 

 

 １１月 ８日（水） １８時３０分から 

 

 １２月２０日（水） １８時３０分から 

 

 

 


